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研究成果の概要（和文）：　本研究の最終的な成果は，小学校音楽科の授業における活用を想定した2つの教材
《ステージ（Stage）》，《サンカプレイ（Sanka Play）》を開発したことである。《ステージ》は，児童一人
ひとりが自らの「得意な表現」，「やってみたい表現」の組み合わせや順序を考えながら様々な表現が混在した
作品をつくることのできる教材である。《サンカプレイ》は，タブレット端末の通信機能を使用して，聴衆の立
場にある児童がステージ上の即興演奏に参加することのできる教材である。
　なお，上記の成果に至る過程において，アメリカの作曲家ジョン・ゾーンの考案した集団即興演奏の方法《コ
ブラ》の特質を，複数の視点で考察した。

研究成果の概要（英文）：The final achievement of this research is the development of two teaching 
materials, "Stage" and "Sankaplay", for music classes in Elementary school. 
"Stage" is the teaching material consisting of theater-like music created by considering the 
combination and ordering of materials of expression that each student can do well or wants to try to
 do. "Sankaplay" is the teaching material used to improvise based on the audience’s requests. The 
audience can join the improvisation by offering requests to performers in real-time using tablet 
terminals. 
These works are also informed by characteristics of the work and performance of John Zorn's "Cobra",
 a work for group improvisation.

研究分野： 音楽
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ームピース
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 わが国の小学校音楽科では，1960 年代の
Carl Orff らの提案や，1980 年代に広く紹
介された R. Murray Schafer や John Paynter 
らの実践への関心から，即興的表現活動の重
要性が認められてきた。学習指導要領におい
ても，即興的表現活動は，音楽づくり活動の
準備段階として位置づけられている。 
これらの思想や方法から影響された実践

は，現在に至るまで，全国各地の学校現場で
盛んに試みられてきたが，その多くは次の 2 
点において不十分であると考えられる。 
 
①現在，教科書等で示されている活動は，
音階やリズム，楽器などを一律に設定して
行うものが多いため，音楽の仕組みを体験
的に学ぶには適しているが，児童一人ひと
りの持つ表現の多様性を活かすには適し
ていない。 
②世界の様々な地域の伝統音楽やジャズ
など，即興という営みそのものに高い価値
が置かれている文化は少なくない。しかし，
現在の学校教育においては，即興的表現活
動が，音楽づくり活動の準備段階として位
置づけられているために，即興的に表現す
ることそのものの価値が見落とされがち
である。 

 
これらの問題意識を背景として研究代表

者が着目したのが，アメリカの作曲家 John 
Zorn の《コブラ（Cobra）》（1984）である。
《コブラ》は，集団即興演奏の方法が作品化
されたものであるが，次の 2つの特徴を持っ
ている。 
 

ア．幅広い表現手段を許容すること 
イ．コミュニケーション・ゲームのような

特質を持っていること 
 
アについては，《コブラ》が，もともとニ

ューヨークを拠点に活動する様々なジャン
ルの音楽家たちが共演するための方法とし
て考案されたことに関係がある。《コブラ》
は，どのような楽器でも参加できるばかりか，
音楽以外の表現者（詩人，ダンサーなど）さ
えも参加することができる。その上，演奏者
間の演奏技術の差が大きい場合でも，同じ条
件で演奏ができるという構造を持っている。
このような構造は，様々な性格・表現手段・
得手不得手を持った児童が混在する学校教
育現場において，意義深い活用が期待できる
と考えた。例えば，クラシックピアノを習っ
ている A，ヒップホップダンスが好きな B，
モノマネが上手くてクラスメイトを笑わせ
るのが得意な C，奇妙な声を出すのが得意な
D・・・等々，様々な児童の多様な表現が許
容され，一人ひとりの〈ストレングス
（Strength 強み）〉をそのまま活かすことの
できる集団即興演奏は，児童からより多様な
表現を引き出す可能性を持っている。また，

近年，異なる教科の合科的な活動のあり方が
注目されていることから，音楽以外の様々な
表現活動を包摂しうる方法は，その必要性が
ますます高まってくることが予想された。 
イについては，《コブラ》の演奏の成り行

きが，演奏者たち自身のコミュニケーション
によって作られていくという構造と関係が
ある。演奏者一人ひとりが，自らの思いや意
図を伝え合うこと，しかも，瞬間的な判断に
基づいて即興的に伝え合うことは，一種のコ
ミュニケーション・ゲームのような様相を呈
している。このような「一回性」が重要な活
動を取り入れることによって，児童に，検
討・吟味を繰り返して作られる音楽のあり方
とは異なる，瞬間的・衝動的に生まれる即興
演奏の魅力に気づかせるきっかけにするこ
とが期待できる。また，児童のコミュニケー
ション力の育成にも寄与できると考えられ
た。 
 
２．研究の目的 
本研究では，前述の背景を踏まえ，児童一

人ひとりの持つ表現性を活かすことができ，
即興的に表現すること自体の魅力を実感で
きるような音楽づくりの教材を開発するこ
とを目的とした。 
 

３．研究の方法 
 前述の目的を達成するため，以下の 4点の
成果目標を設定し，ある程度並行しながら進
めた。 
 
①《コブラ》の特質を検討 

《コブラ》の特質を検討し，教材として
の可能性を考察する。 

② 教材開発 
《コブラ》の特質を参照し，学校での実
践に向けた教材開発を試みる。 

③ 授業実践 
研究協力校において授業実践を行い，そ
の成果と課題を検討しながら，その教育
的意義や，授業をする際に留意すべき点
などを検討する。 

④ 社会への発信 
①～③の成果によって開発された教材，
およびそれを用いて授業実践をするた
めの手立てを社会に発信する。 

 
４．研究成果 
 本研究の最終的な成果は，小学校音楽科の
授業における活用を想定した 2つの教材《ス
テージ（Stage）》，《サンカプレイ（Sanka 
Play）》を開発した点にある。 
 《ステージ》は，児童一人ひとりが自らの
「得意な表現」，「やってみたい表現」を付箋
紙に書き込んでいき（図 1），それらの組み合
わせや順序などを考えながら「演奏シート」
（演奏計画を記した楽譜，図 2）を作成する
ことによって，様々な表現が混在した作品を
つくることができる教材である。この教材を



用いた活動自体には即興的な要素は含まれ
ていないが，後述するモデル指導案（寺内・
甫出 2017）では，即興的表現活動とつなげ
て活用することが提案されている。 
 

 

図 1 付箋紙に書き込む表現の例 
 

 
図 2 「演奏シート」の例 

 
《サンカプレイ》は，タブレット端末の通

信機能を使用して，聴衆の立場にある児童が
ステージ上の即興演奏に参加することので
きる教材である（写真 1）。 
 

 
写真 1 《サンカプレイ》 

 
 ここからは，《ステージ》，《サンカプレイ》
の開発に関わる成果について，上記の成果目
標①～④に沿って報告する。 
 
①《コブラ》の特質の検討。 
①に関わる成果は，次の 5 点である。1 点

目は，《コブラ》の音楽作品としての存立要
素を考察したことである。その成果は，日本
音楽表現学会の大会における口頭発表を経
て，日本音楽即興学会の学会誌『JASMIM ジャ
ーナル』に論文として発表した。2 点目は，
《コブラ》における〈プロンプター〉の役割
を考察したことである。《コブラ》において

は，演奏の進行を司る〈プロンプター〉とい
う役割が設けられている。だが，この役割は，
伝統的な指揮者とは異なる役割を持ってい
る。ここでは，〈プロンプター〉という役割
の特質を明らかにするため，《コブラ》と似
た構造を持った集団即興演奏の方法である
ローレンス・D・ブッチ・モリス（Lawrence D. 
“BUTCH” Morris）の《コンダクション
（Conduction）》との比較を行い，日本音楽
即興学会の大会において口頭発表を行った。
3点目は，《コブラ》を教材とした授業実践を
行い，その成果と課題を検討したことである。
2015 年，研究代表者は，広島市内の公立小学
校で，《コブラ》の構造を活かした即興演奏
活動を取り入れた授業実践を行った。授業後，
学級担任へのインタビューを行いながら振
り返り，児童一人ひとりにとっての意義を考
察した。成果は，日本音楽教育学会の大会に
おける口頭発表を経て，初等教育カリキュラ
ム学会の学会誌『初等教育カリキュラム研
究』に論文として発表した。4点目は，《コブ
ラ》のルールを改変して実践する可能性を，
実践によって示したことである。研究代表者
は，音楽祭「Creative Music Festival 2015」
（写真 2）において，参加者とともに《コブ
ラ》のルールを改変していくワークショップ
を企画した。同音楽祭のコンサートでは，ワ
ークショップの成果を演奏によって一般に
公開した。 
 

 
写真 2 Creative Music Festival 2015 の 

フライヤー 

 
5 点目は，《コブラ》の演奏行為に内在する〈ゲ
ーム〉としての特質を考察したことである。



その成果は，日本音楽表現学会の学会誌『音
楽表現学』に論文として発表した。 
以上の 5点の成果は，本研究における教材

開発の発想を得るための手がかりとなった。 
 
② 教材開発 
 ②に関する成果は，前述したように，《ス
テージ》，《サンカプレイ》という 2つの教材
を開発したことである。 
いずれも，その開発過程において，次のよ

うな成果があった。《ステージ》の開発過程
に お い て は ， 音 楽 祭 「 Creative Music 
Festival 2016」と，日本音楽表現学会の大
会において，参加者とともに《ステージ》を
実践し，同教材からどのような表現が生じる
かを検討した。《サンカプレイ》開発過程に
おいては，日本音楽即興学会の大会において，
パフォーマンス発表「即興に即興でオーダー
する II」を行った。同発表における実践は，
聴衆がステージ上で行われている即興演奏
に対してリアルタイムで要望（リクエスト）
を送信し（スマートフォン，タブレットの通
信機能を用いる），演奏者はそれを自分達の
演奏に反映させていくものである。後日，そ
の時の様子を振り返り，「聴衆の演奏への介
入」がその場に居合わせる人々にどのような
状況をもたらすかを考察した。その成果は，
今年度末に，同学会の学会誌『JASMIM ジャー
ナル』に論文として発表した。 
 
③ 授業実践 
 《ステージ》については，呉市立豊小学校
第 5学年の児童を対象とした授業（授業者：
寺内大輔），ノートルダム清心女子大学附属
小学校第 6学年の児童を対象とした授業（授
業者：甫出頼之）を，それぞれ実践した。後
日，その授業を振り返り，《ステージ》の教
育的意義や，授業をする際に留意すべき点な
どを検討した。 
 《サンカプレイ》については，ノートルダ
ム清心女子大学附属小学校第5学年における
2 つのクラスを対象とした授業実践を行った
（授業者：甫出頼之，寺内大輔）。後日，《サ
ンカプレイ》の教育的意義や，授業をする際
に留意すべき点などを検討し，日本音楽教育
学会の大会で口頭発表を行った。 
 
④ 社会への発信 
 《ステージ》については，初等教育カリキ
ュラム学会誌『初等教育カリキュラム研究』
に，論文として発表した。また，前述の授業
実践の振り返りをもとに，実際の授業でどの
ように活用するかについて，モデル指導案を
示すことによって具体的に提案した論文を，
広島大学教育学研究科紀要で発表した（甫出
頼之との共著）。  
《サンカプレイ》については，ダウンロー

ド用のウェブサイトを作成し，公開した（《サ
ンカプレイ》開発およびウェブサイトの制作
にあたっては，プログラマーの榎本浩義に制

作を依頼）。 
http://home.hiroshima-u.ac.jp/terauchi/
sankaplay/sankaplay.html 
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